


序　　　　　文

日本国政府は、パプア・ニューギニア国政府の要請に基づき、地方部地下水開発・給水計画に

係る調査を実施することを決定し、国際協力事業団がこの調査を実施することといたしました。

当事業団は、本格調査に先立ち、本件調査を円滑かつ効果的に進めるため、平成11年12月８日

より12月25日までの18日間にわたり、当事業団社会開発調査部社会開発調査第二課 課長代理  小

林克己 を団長とする事前調査団（S／W協議）を現地に派遣しました。

調査団は本件の背景を確認するとともにパプア・ニューギニア国政府の意向を聴取し、かつ現

地調査の結果を踏まえ本格調査に関するS／Wに署名しました。

本報告書は、今回の調査を取りまとめるとともに、引き続き実施を予定している本格調査に資

するためのものです。

終わりに、調査にご協力とご支援を頂いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。

平成12年２月

国際協力事業団　　
理事　泉  堅二郎　
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第１章　事前調査の概要

１－１　要請の背景

(1)   パプア・ニューギニア国における年間平均降水量は約2,500mm以上であるが、これら水資

源が効果的に利用されておらず、また、給水設備も未整備であるため、都市人口 の43％、

地方人口の約29％が安全な水へのアクセスが困難な状況にある。衛生状況に関しても水系感

染症・下痢性疾患が多発（例えば、ハイランド地方では腸チフスが 死亡原因の第３位）し

ており、乳児死亡率（56/1000）も高い等、悪影響が生じている。

(2)   かかる状況を踏まえ、パプア・ニューギニア国政府は給水施設設備を含む保健衛生環境の

向上を緊急課題としており、1995年の新地方自治法の制定を行い、地方都市・村落給水の実

施責任を地方行政府に移管しつつ、安定的な水供給を図るために、1996年 にADBの協力を

得てセクター調査を実施する等改善努力を行ってきた。しかしながら、地方部給水について

は、ADB、EU等により局所的に事業化されているものの、既存施設の老朽化等により、依

然として安定的な飲料水の供給及び衛生環境の改善は不十分な状況にある。

(3)  加えて1997年の長期干ばつの際には、主に天水、表流水を水源とする現在の給水システム

の脆弱性が明らかになったため、より安定的な給水量確保の観点から、地下水源を中心とす

る飲料水の供給を目的として、1998年７月我が国に対し本件調査が要請された。 これを受

け、我が国は1999年12月に事前調査団を派遣し、Ｓ／Ｗの署名 ・交換を行った。

(4)   本件カウンターパート機関であるパプア・ニューギニア上下水道公社は、首都圏を除く11

の地方都市で給水事業を展開しており、本件調査の実施により、給水地域の拡大及び給水シ

ステムの改善が期待されている。

 　

１－２　事前調査の目的

本件実施調査の目的は以下のとおりとする。

(1)   地方部における安定的な給水体制の確立を目的として、６つの地区センター及び２つの州

都について、地下水を中心とする給水源のポテンシャルを把握し、給水計画を策定するとと

もに、２つの州都については、既存給水システムの改善に係るフィージビリティスタディ

（Ｆ／Ｓ）を行う。

(2)  本件調査を通じてカウンターパート（C／P）に対して技術移転を行う。
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今回は実施調査のＳ／Ｗ協議及び署名を目的として、事前調査を派遣した。

１－３　調査対象地域

本件調査の調査対象地域は、パプア・ニューギニア国の２州都及び６地区センターとする

（Ｓ／Ｗ参照）。

州都　　　　：ポポンデッタ、ダル

地区センター：ベレイナ、クピアノ、クウィキラ、フィンシュハーフェン、ムチン、オロベイ

１－４　相手国受入機関

パプア・ニューギニア上下水道公社（The Waterboard）

１－５　事前調査団の構成

名氏員団 務業当担 属所 間期遣派

１ 己克　林小 括総
部査調発開会社団業事力協際国

理代長課課二第査調発開会社
9/21 ～ 12/21

２ 史孝　元安 画企査調
部査調発開会社団業事力協際国

課二第査調発開会社
8/21 ～ 52/21
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１－６　調査日程

順日 日月 日曜 容内査調 地泊宿

）員団元安（

１ 21 /８ 水 （田成 54:12 ） 167LJ （→ 52:70 ンベスリブ） 泊中機

２ ９ 木 （ンベスリブ 54:90 ） 400XP （→ 54:21 ービスレモトーポ）
ACIJ 問訪所務事

ービスレモトーポ

）長団林小（

９ 木 （田成 00:21 ） 799QS （→ 51:81 ルーポガンシ）
（ 00:22 ） 393XP →

泊中機

01 金 （→ 03:60 ＞流合＜ービスレモトーポ）

３ 01 金 敬表館使大本日
gnirotinoMdnagninnalPlanoitaNfo.tpeD 敬表

draobretaW 議協・明説略概Ｗ／Ｓてに

ービスレモトーポ

４ 11 土 （ 258XP 動移へタッデンポポ→）
）査踏トイサ（イベロオ、タッデンポポ

タッデンポポ

５ 21 日 （ 902XP 動移へービスレモトーポ→）
（ービスレモトーポ 821XP イレ→）

イレ

６ 31 月 ）査踏トイサ（ンジム イレ

７ 41 火 （ 3409N 動移へンェフーハュシンィフ→）
）査踏トイサ（ンェフーハュシンィフ

動移へイレ→）船（

イレ

８ 51 水 （ 301XP 動移へービスレモトーポ→） ービスレモトーポ

９ 61 木 BDA 、 DIAsuA 敬表
議協Ｍ／Ｍ、Ｗ／Ｓ

ービスレモトーポ

01 71 金 、省健保 UE 会食昼てに邸公使大国本日、敬表
議協Ｍ／Ｍ、Ｗ／Ｓ

ービスレモトーポ

11 81 土 ）査踏トイサ（ラキィウク、ノアピク ービスレモトーポ

21 91 日 理整料資 ービスレモトーポ

31 02 月 、名署・議協Ｍ／Ｍ、Ｗ／Ｓ ACIJ 告報館使大本日、所務事 ービスレモトーポ

）長団林小（

12 火 （ービスレモトーポ 52:90 ） 090XP （→ 05:01 ズンアケ）
（ズンアケ 04:21 ） 960FQ （→ 00:91 田成）

）員団元安（

41 12 火 査調足補、集収料資 ービスレモトーポ

51 22 水 査調足補、集収料資 ービスレモトーポ

61 32 木 査調足補、集収料資 ービスレモトーポ

71 42 金 （ービスレモトーポ 01:41 ） 690FQ （→ 54:02 ーニドシ）
（ーニドシ 51:22 ） 120FQ →

泊中機

81 52 土 （→ 50:60 田成）
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１－７　Ｓ／Ｗ協議概要

(1)   調査範囲、内容の確認

  1）タイトル、調査目的

提案のタイトルは地方の実体を正確に反映していないとの先方指摘をもとに協議の結

果、Ｓ／Ｗ（資料２参照）のとおりとし、Ｍ／Ｍ１に記載した。

あわせて、調査目的の表現を修文した。

  2）調査対象地域

現地踏査結果に基づく協議の結果、Ｓ／Ｗのとおり８か所とした。

  3）目標年次

カウンターパート機関にも確たるものがないため、本格調査のなかで協議の上決定する

こととし、Ｍ／Ｍ２に記載した。

  4）Ｆ／Ｓ対象地域　

協議・現地踏査の結果、現に Waterboard が給水事業を実施している２か所を対象とする

こととし、Ｍ／Ｍ３に記載した。

  5）調査項目その他

地下水シミュレーションモデルは作成しないこと、本件調査の実施は今後の事業化を保

障するものではないこと等を説明した。

(2)  先方実施体制

ステアリングコミティー及びカウンターパートの配置につき先方合意を得られたので

Ｍ／Ｍ４及び５に記載した。

なお、我が国無償資金協力「地方都市上水道整備計画」及び「ゴロカ市上下水道整備計

画」（平成12年１月予備調査派遣）にあたり、カウンターパートの配置には特段問題のない

ことを確認した。

(3)  技術移転、カウンターパート研修員受入れ

先方要請があり、必要性も認められたのでＭ／Ｍ６及び７に記載した。

ただし、2000年度分の研修員受入れについては相当困難であるので、この旨説明の上、

Ｍ／Ｍ７に付記した。

(4)  先方便宜供与

  1）事務所

調査対象地域が分散していることから、Waterboard の本部及び支部等に作業スペースを
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要求したところ、ポートモレスビーについては準備できるもののレイについては予算上難

しいとのことであり、Ｍ／Ｍ８に記載した。

なお、机椅子を除くＦＡＸ、コピー機等事務所用機材の提供も難しいとのことであった。

  2）車両

予算上配置は難しいとのことであり、Ｍ／Ｍ９に記載した。

なお、道路網が未整備で連結されていない当地事情にかんがみ、レンタル又はリースを

推奨するとのことであった。

  3）その他

Waterboard は事業運営に特化しており、自ら施設建設又は水資源調査等を行うことがな

いため、調査に使用可能な資機材はなかった。

また、ＩＤカードの類は不必要であるとのことであったので、Ｓ／Ｗの表現を修文した。

(5)  レポートの公開

公開について同意を得られたので、Ｍ／Ｍ10に記載した。

１－８　関係機関・他援助機関協議概要

(1)   日本大使館

・パプア・ニューギニア国では、現在、地方分権・地方開発の推進が掲げられており、20州、

89地区について、州、地区毎に開発方針（District Deveropment Plan）を策定している。各ド

ナーにも地区毎を対象とした援助要請が接到している。

・草の根無償にも相当数の村落給水関係案件が接到している。

(2)  国家計画監理省

・Ｓ／Ｗ、Ｍ／Ｍの共同署名者となることに同意を得た。

(3)  保健省

・本件調査に関連して、資料・データの入手を依頼したところ、同席したＷＨＯアドバイザー

から、水質について十分な項目、特に重金属について、既存のデータがないため検査願いた

いとの依頼があった。

(4)  ＡＤＢ

・第３次借款で以下の３プロジェクトを実施した。



－ 6－

  1）マダン

1,400～2,000万キナ。1999年１月～2000年３月終了予定。

水源は地下水ではない。

  2）ラバウル

街外浄水施設のリハビリとアップグレード。50万キナ。

2000年末終了予定。

  3）ココボ

新施設建設及び100ｍ超の試掘井７本掘削。1,200～1,300万キナ。

2001年７月まで18か月間。

・Provincial Water Supply and Sunitation Project を実施中。内容は10のセンターに対する包括的

技術協力。1999年６月開始でもうすぐフェーズ｡が終了 (Waterboard に重複のないことを確

認した)。

・地方給水に関して、Coordination のないことが問題である（非公式のものをWaterboard の

Amo Mark が形成してはいる） 。

(5)  ＥＵ

・全土について多数の小規模地方給水プロジェクトを実施した（終了済）。

・最近でもＥＵが実施しているとの噂を聞き付け、多数要請がやってくる。

・問題は維持管理であり、使い方の教育ができていない。

・余談ながら、配水管に１インチの鉄管を使用したら、住民はそれを手頃な長さに切って戦い

に使用した例が紹介された。

(6)  ＡｕｓＡＩＤ

・地方給水及び地下水開発は実施したことはない。ただし、２週間前に、レイとポポンデッタ

に関し、資金要請があったとのこと。

・これまでの経験では、カウンターパートファンド等に問題があり、コミットが難しいとのこと。

・人的資源・能力が不足しており、更にビューロクラシイもあり、痛い目にあった経験がある

とのこと。

１－９　団長所感

パプア・ニューギニア国における地方給水事業の実体は、1975年独立までのオーストラリアの

植民地時代の設備・制度を引き継いでおり、Region 又は District Centreレベルでは表流水を主な水

源とし浄水設備を備えた各戸給水設備であり、Waterboard のサービス地以外では無料サービスと
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なっている。

1995年の新自治法制定後、地方給水事業の責任は各地方自治体に移された。しかし、各Prov-

ince 単位への予算配分は充分なものではなく、また、制度上の整理がなされていないため、地方

レベルに水道料金の徴収権が与えられていない。各戸給水は経済的に手に負えない、維持管理が

できないover supply システムになってしまっており、District Centre でさえ一度故障が生じれば

Provincial Office に予算手当を要請する以外に手がなく、予算不足が原因で何も手当がなされない

まま放置されてしまう状況となっている。

また、水道事業経営を行わずサービスの拡大もしてきていないため、給水サービスのある家と

後から出来たために給水サービスが受けられない家との社会サービス格差が生まれ、配水管が壊

される事例も出ている。

地方自治体に責任が負わされた現在、今後のサービスは、その維持管理能力を想定した際にレ

ベル２による給水が限度と思われる。今後の事業継続は、ある意味でサービスダウンを余儀なく

される点で、難しいものになると考えられる。

地方給水が地方の責任になったものの、地方自治体とWaterboard の関係を含め制度上未整備で

あり、Waterboard 自身も将来戦略を手探りしているという印象を受けた。今後Waterboard が地方

自治体から給水事業を受託するという形態も選択肢の一つであろう。

ポポンデッタ及びダルに対する本件調査結果は、技術援助に引き続くＡＤＢの資金援助等に活

かされることが想定される。

なお、地方機関の担当者レベルには、 AusAID の技術協力によりようやく sustainability の概念

が浸透しつつあるものの、上述のとおり制度上の問題があること、また、具体的にどうしたら

sustainable になるのかという理解力、実行力には疑問を呈せざるを得ない印象をもった。
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第２章　調査対象地域の概要

公共機関については、各サイトとも地方行政機関のほか、高校、ヘルスセンターがある。

２－１　ポポンデッタ

体主施実水給 draobretaWehT

口人 000,5 ～ 000,6 約率水給（人 05 率収無、％ 81 ％）。

設施水給 、菌滅スガ素塩（設施場水浄、プンポ水取 retliferusserp ）。

源水存既 。とこのと分充は量水、川ーホンバ

質水 。るいてし査検てし付送をルプンサにＣＥＴＩＮＵのイレに的期定

等点題問 行を設移ののもた来出は当手急応、し壊損が設施りよに水増の川、年近
を可許用使の地土せま済も量測、し定決を所場設移。るいてしといたい
あでみ済設建を塔水配、めたるす化理合を用使の力電。況状るいてっ待

、がる hctiwswolf 得取水下地で内地敷一同と設施水配。況状るいてっ待を
度深（るいてし敗失ずれら得が量水な分十ののもたみ試を 001 シーケ、ｍ

グン 07 で納未金料、りあが大短業農、おな。）ｍ draobretaW スビーサの
。るいてし用使し削掘を戸井りよに金資ＤＩＡｓｕＡ、めたたれさ止停が

情事力電 りよにＭＯＣＥＬＥ 42 。電給間時

物産要主 。ーヒーコ、ムーパルイオ

通交・境環査調 。りあトッケーマーパース、）しな備設どんとほ（りあルテホ

項事記特他のそ 。りあーカタンレ

るれさ定想
トップトウア査調

、画計置配設施な的率効るけおに設施新、かほの査調況状存賦の水下地
。等画計施実業事

２－２　オロ・ベイ

体主施実水給 しな

口人 で体全はで書請要 000,2 。度程人百数は際実、がるいてしと人

設施水給 しな

源水存既 。るいてれさなも用利水天、明不

質水 。とこのといな題問に特、りおてし用飲てしか沸、ばれよに話の民村

等点題問 ertneCtcrtsiDbuS てれらめ求が水な全安らかとこるあも港にく近、りあで
。るい

情事力電 りよにＭＯＣＥＬＥ 42 。電給間時

通交・境環査調 。能可査調てしと地基をタッデンポポ。傍近タッデンポポ

項事記特他のそ 。形地るいてっ迫が丘に近直、りあで地低の岸海

るれさ定想
トップトウア査調

共に合場たれらめ認が力能な分十に井掘試、かほの査調況状存賦水下地
。置設栓水同
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２－３　ムチン

体主施実水給 体治自

口人 辺周ータンセ区地 005 で体全区地、人 000,2 。人

設施水給 量容クンタ（塔２塔水配、プンポ動電 05 kℓ 井の自独はに校高、おな。）
理修の回２年、りあがプンポ動手び及、塔水配と）プンポンジンエ（戸

。るいてし施実を

源水存既 さ深（戸井 02 ）度程ｍ
6991 中水てし転運で態状いなの水、ののもたっ掘を戸井の目本２に頃年

っましてれ崩で中、く悪もげ上仕戸井、たま。たっましてし壊をプンポ
。いないてし用使は在現、でとこのとた

。チンイ２プイパ、チンイ６径内グンシーケ

質水 。みのたしクッェチてにＣＥＴＩＮＵのイレみの初最
。しな味な異特は戸井プンポドンハの校高

点題問 7991 してれ涸は戸井の辺周いなで分十がさ深、りよにョニーニルエの年
。たっま

病疾な主 。いなは在現がたっあてつかはスフチ腸。核結

情事力電 いてし電発ルゼーィデで自独、りあで達到未がスビーサのＭＯＣＥＬＥ
。電給間時りよに足不代料燃、しだた。る

物産要主 。るいてし画計を設建のルミーヒーコてしと発開域地
とこのといたしと地産生るた主の等菜野りわ代に方地ドンライハ、たま

。とこのとるいてし探を算予発開業農、で

通交・境環査調 。度程半間時１で車らかイレ
務事場現）中設建りよに助援償無国が我（事工え替け掛橋ミウの傍近・

グンリアヒ他給供水の舎宿場現るよに長所　
さ深。るいてしと源水を戸井「 12 ンポく弱は力圧がるいてれさ圧被。ｍ

。ｍ７は頭水。るいてしプッアプ 21 干若は質水。た出が水な富豊でｍ
地。るいてし用使ままのそ、くなはとこたしいたののもるあ題問にＨＰ
下地、き続が層礫のりじ混石玉に下の層ーレクの質機有のｍ５～３は質
必はグンシーケ属金めたい固に常非。く続が層結固ままのそも下の層水

は季雨、はていつに候気。須 11 しだた。でまば半月５らかば半月 9991 年
とイレはンチム。みのたし断中が雨度程間週３、くなどんとほが期乾は
得取の水はで辺周ーレバムカーマむ含をンチムに般一。るな異が候気も
」。いなはとこるれ涸でのいき大が量水は川ムカーマ、しだた。いし難は

るれさ定想
トップトウア査調

管水送りよに合場、削掘井掘試、査調況状存賦水下地 005 。設敷ｍ
　　　

２－４　フィンシュハーフェン

体主施実水給 体治自

口人 約で体全 000,3 。人

設施水給 タ水貯るあに丘の脇港空、け設を堰に川小ンェウタブ、はに用水給般一
（器２クン 022 ～ 003 kℓ、 2891 時５。るいてしプッアプンポへ）置設頃年

。理処未は水給。るなに杯満で転運の間
。ナキ万２間年は算予転運

。るいてっなにままのそてれさ流で水洪、がたっあが溜水天
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設施水給 、棟５（用院病 051 、はに）るいが師医人ツイド、床 4991 ンェウタブ頃年
をプイパのチンイ３に川小 007 は用費置設。るいてし水給てし設敷度程ｍ
。理処未は水給。ナキ万２

50 。たいてし水給に体全街てに管鉄のチンイ８たし置設がツイドは前上以年

源水存既 本２川小の傍近（水流表 ）。
後障故、めたたっかなが理管持維、がたっあが戸井にータンセ練訓業職

頭水。たれさ棄放 01 、度程ｍ 009 。ーナイラトーリクンコ、径ｍｍ

質水 理処未

点題問 。うましてっなに分十不がれ流の川小はに期乾
、しだた 7991 。いないはてれ涸もに際のョニーニルエ年

。いないてれさ護保てしと源水、りあが家人に流上

病疾な主 。）虫生寄び及痢下（患疾系水、アリラマ、核結
。ザンエルフンイはで）地高（地奥

情事力電 りよにＭＯＣＥＬＥ 42 。電給間時

物産要主 。ロタ、ツッナココ、ラプコ

通交・境環査調 。）８数席客（ナスセらかイレは便機行飛
。便２週が便物貨、）間時３らかイレ（便１日１が便客旅は便船

。とこのとるあもに校高、りあスウハトスゲの府政方地
。しなンラトスレ

。りあーバイラド、）め高ややは金料（りあーカタンレ

項事記特他のそ 。とこのとしな種重貴、）等物見滝、グンビイダ（地適光観
と用利水天、りあが）人百数（オリナミセの派ルテールに上の丘の傍近

。とこの

るれさ定想
トップトウア査調

、に合場たれらめ認が力能な分十に井掘試、かほの査調況状存賦水下地
。置設栓水同共

そよおにい沿岸海 mk5.1 村のつ３、りあで態形の街たびのく長細りたわに
。るれま含が

２－５　クウィキラ

体主施実水給 体治自

口人 000,2 人

設施水給 ６ mk 、水取らか川たれ離どほ ,retliferusserp 上（クンタ水配上の理処菌滅
量容部 01 kℓ, 量容部下 5.2 kℓ 水取に前どほ年１、しだた。水給力重りよ）

。しな水給は在現、めたたし障故がプンポ

源水存既 。水戸井、水雨は在現。水流表はでま前年１
深、りあが）プンポンジンエとプンポーターモ（戸井の本２はに校高

さ 03 さ深、本１戸井プンポドンハの置設会教他のそ。度程ｍ 51 、度程ｍ
しと水用雑、りあ本１が戸井浅の度程ｍ１さ深、他のそ。しな味な異特

。るいてし用使て

質水 ＨＰの水戸井 5.6 た。みのるれさ用使に水用活生てしとい悪が味。水硬。
。るいてし用飲は生校高、しだ

点題問 。しな水給どほ年１ここりよに障故のプンポ水取
約、りおてし得取をり積見の用費理修む含を善改の設施水浄 52 。ナキ万

は設施 03 い悪は態状理管持維、りおてし過経どほ年 。 。りあ水漏も網水配
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情事力電 りよにＭＯＣＥＬＥ 42 。電給間時

るれさ定想
トップトウア査調

。削掘井掘試、査調況状存賦水下地

通交・境環査調 たるなく悪が情事路道らか中途、度程間時２で車りよービスレモトーポ
。須必は車駆４、め

。みのドーフトスーァフ、しなンラトスレ

２－６　クピアノ

体主施実水給 体治自

口人 。とこのとるいてし少減。人百数

設施水給 ンーグラ、し水取らか川小るあに側対反のンーグラ、くなが川河に近付
たいてし水配上の理処菌滅、び運にクンタ水給てし通でプイパを下の
は設施られこは在現、めたたし障故がプンポの口水取に前どほ年３、が

。みの水雨、ずらおてれわ使
は量容クンタ水給、おな 003 kℓ 。度程

源水存既 。みの水雨は在現。水流表はでま前年３、りおとの述上
１らかータンセスルヘ mk にろことの度程 03 な出は水がたっ掘を戸井のｍ

。いないてっなに源水、ずか続が算予の削掘後のそ。たっか

等点題問 。給供の水たし定安で全安
。水漏の網水配るよに化朽老

病疾な主 4991 。行流がスフチ腸に年
。いなきで用使がクンタクッィテプセでのいなが水

情事力電 。電発ルゼーィデ 81 ～時 42 。電給間時のでま時

物産要主 ョシーテンラプたっなくなしをれ入手かのな味気退衰、しだた（ーバラ
。ツッナココ、）たけか見をン

ア査調るれさ定想
トップトウ

、に合場たれらめ認が力能な分十に井掘試、かほの査調況状存賦水下地
。置設栓水同共

通交・境環査調 。間時５～４で車し由経をラキィウクらかービスレモトーポ
。須必は車駆４、く悪情事路道

。るめ勧を油給てにラキィウキ中途がるあはで高割
。しなンラトスレ。能可用使てしと宿が校高、鎖閉に前年数はスウハトスゲ

２－７　ダル

　※The Waterboard  レイ事務所にて聴取

体主施実 draobretaWehT

設施水給 （プイパを中海、し水取で川河の土本 mk61 。水送りよに）

点題問 てっなくなわ合がせわ合み組の質材プイパの計設初当、りよに昇上面海
。るいてっまし

を査調掘試に既、しだた。とこのといし欲が戸井深、え考をとこの後今
。るあでうよいし難は性能可発開、りおてっ行

料資集収（ 24.oN 「 nretseWdnalsIuraDfolaitnetoPretawdnuorGehT
　 ecnivorP ）照参を」
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量水給在現 約 1021 日／人

情事力電 電発ルゼーィデ

るれさ定想
トップトウア査調

調井掘試深、は合場るあが性能可。案提の策善改のムテスシ水給存既
。Ｓ／Ｆの設施給供たしと源水を戸井深び及、査

２－８　調査環境全般

気候については、オーエン・スタンレー山脈を挟んで降雨パターン等はいささか異なり、ま

た、レイとポポンデッタとでも異なるのみならず、ムチンとフィンシュハーフェンとでも異な

る。大まかな気象データの鵜呑みは危険である。

ポートモレスビー及びレイでは一般に物資は豊富である。ただし、レイの方が価格は高めであ

り、換金率も悪い。

ホテルについてもこの２都市では料金が高めな点を除けば問題ない。レイでは自家発電機はあ

るものの、停電が頻発していた。

各種代理店、再委託先については、オーストラリアからのバックアップを視野に入れれば問題

がない。電話帳も毎年更新されており、ある程度利用可能である。

車両借り上げについては、大手のレンタカー会社が何社かあり、ドライバー付きで借り上げら

れる。

道路事情は地方部において相当悪く、人口が少ないことから簡単には他からの援助をあてにす

ることが出来ないことと相まって、工程を計画する上では十分配意することが必要である。

通信事情は各サイトとも通信設備あり。
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第３章　本格調査への提言

３－１　調査項目

本件調査は次の２段階に分けて実施する。

(1) フェーズⅠ：２州都及び６地区センターに係る地下水ポテンシャル調査及び給水計画の策定

(2) フェーズⅡ：２州都の給水システム改善に係るフィージビリティスタディ

(1) フェーズＩ：２州都及び６地区センターに係る地下水ポテンシャルの検討及び給水計画策定

・フェーズⅠ（その１）：対象地域に対する地下水ポテンシャルの検討及び給水計画の策定

 1）関連資料・データの収集・分析及び既存調査・計画のレビュー

 2）組織、法制度の把握・分析

 3）現地踏査　

  ① 地形・水理地質調査

  ② 水文調査

  ③ 既存水源・給水・水利用現状実査

 4）対象地域実態調査

 5）保健衛生状態調査

 6）住民意識調査

 7）試掘井掘削

  ① 物理探査

  ② 試掘調査

  ③ 試掘井の評価

 8）水需要予測

 9）計画諸元の決定

 10）水供給施設計画の立案  ＜６地区センター＞

 11）維持管理・運営組織検討  ＜６地区センター＞

 12）概算事業費算定  ＜６地区センター＞　　　

 13）財務・経済・社会影響評価  ＜６地区センター＞

・フェーズⅠ（その２）：水供給施設改善に係るパイロットプロジェクトの実施  ＜６地区

　　　　　　　　　　　　　センター＞

 1）水供給施設改善に係るパイロットプロジェクトの実施

（想定される工程）
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  ① ポンプ設置

  ② 電源設備設置

  ③ 貯水槽設置

  ④ 配水管敷設

  ⑤ 共同水栓設置

  ⑥ その他既存施設の改善等　

 2）給水施設の運営・維持管理に係るワークショップの開催

  (2)フェーズⅡ：２州都の給水システム改善に係るフィージビリティスタディ

 1）第１回技術移転セミナーの開催　　

 2）２州都の既存給水システムの把握・分析

 3）２州都の給水システム改善案の検討

  ① 概略施設設計及び施工計画

  ② 段階別事業実施計画、運営維持管理計画

  ③ 概算事業費及び維持管理費用算定

 4）環境影響調査（EIA）

 5）プロジェクト評価

３－２　要員計画

本件調査には、下記の分野を担当する団員を参加させることを提案する。

  1）総括／給水計画　

  2）経済財務／組織・法制度　

  3）水文・水理

  4）物理探査・地質

  5）掘削指導　

  6）水質　

  7）施設設計／給水施設①

  8）施設設計／給水施設②

  9）社会環境

３－３　調査実施上の留意事項

(1 )   調査対象地域の６つの地区センターについては、本件調査によってThe Waterboardによ

る給水事業の検討を行うが、給水事業計画の立案にあたっては、ローカルガバメントと
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The Waterboardの権限範囲及び役割分担等を十分確認のうえ、効果的、効率的な連携体制を

提案すること。

(2)   EU、ADB等他の援助機関が既に実施した事業、及び今後の事業計画を把握し参考にする

とともに、同内容が本調査内容と重複のないよう配慮すること。また、同国では、現在、各

Districtごとに５か年開発計画を作成しているが、給水計画を作成するにあたっては、これら

開発上位計画と齟齬のないよう留意すること。

(3)   同国特有の部族意識である「ワントク」（同じ言葉を話す部族）、土地の帰属、土地の使

用権（「試掘の可否」に影響）など、同国独自の各集落ごとの社会事情に留意するととも

に、女性の地位向上にも配慮すること。

(4)   本件調査対象地域は地理的に散逸しており、交通事情が悪いこと、雨期と乾期の自然条件

が著しく異なること等にかんがみ、試掘機材に係る輸送計画等の立案に際しては、効率的な

調査工程を組み立てる等十分な検討を行う必要がある。

(5 )   生産井や共同給水栓の資機材及び施工の仕様については、カウンターパートと協議のう

え、持続可能性のある運営維持管理が可能となるように、標準化及び現地事情に最適な案を

提案すること。

(6)   本件調査を通じた技術移転に関しては、特に物理探査に係る技術、施設の施工監理、及び

適正な維持管理等に重点を置くこと。

(7)  治安面については、JICAパプア・ニューギニア事務所、在パプア・ニューギニア日本大使

館の安全情報等に従うほか、現地調査時における無線等での連絡を密にする等万全な体制を

検討すること。
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３－４　調査工程

調査工程は、原則として平成12年３月下旬に開始し、約20か月後終了を目途する。

　　Note IC/R ：Inception Report

P/R   ：Progress  Report
IT/R ：Interim Report
DF/R：Draft Final Report
F/R   ：Final Report

12   1    2    3    4    5    6    7    8    9   10  11  12   1    2    3    4    5    6    7    8    9   10  11

平成11年度�時期�
事項�
事前調査（S/W協議）�

実施調査�

　現地調査�
　国内作業�

　報告書�

平成12年度� 平成13年度�

フェーズⅠ フェーズⅡ

IC/R IT/R DF/R F/RP/R
  1
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資　　　　　料

１．Terms of Reference

２．Scope of Work

３．Minutes of Meeting

４．主要面談者リスト

５．質問表及びその回答

６．収集資料リスト
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資料５．質問表及びその回答

QUESTIONNAIRE for PNG WATERBOARD

1.GENERAL

1)  Water supply related data / informations

　　　　Name of authorities concernd, related lows and regurations, standards

　　　　　Geological Survey

:water resources :surface / river :groundwater

:(general) : :

　: Bureau of Water Resources,Department of Environment & Conservation
------------------------:----------------------:---------------------:------------------------
study / research : : :

development : : : :

conservation : : : :
------------------------:----------------------:---------------------:------------------------
water rights  Water Resources
------------------------:----------------------:---------------------:------------------------
water works Various Bodies
-----------------------:----------------------:---------------------:------------------------
water quality Department of Health
-----------------------:----------------------:---------------------:------------------------
water supply
-----------------------:----------------------:---------------------:------------------------

2) Socioeconomic Statisttics of each target study areas

　　　　 (With which authority(ies) data / informations are available?)

　　　　　 Population statistics → National Statistics Office

　　　　　 Economic Indication

　　　　　 Industrial statistics

　　　　　 Infrastructual development conditons, service status quo

　　　　　 Statistics with regard to health & sanitation

3) DDP of each target study areas → Each Provincial & Local Governments

4) Environment management

　　　　　 Authorities concernd, Related Lows and Regurations, Standards

　　　　　 System / implementation procedure of EIA       Department of Environment & Conservation.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-Water Resources

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-Environment



－ 38－

2. The Waterboard

　　　　　Organizational chart of H.Q. and study related Branch offices

　　　　　Annual Report

　　　　　Tariff system

　　　　　Standards for water supply facilities

　　　　　 Other related information including operation and maintenance system

3. Geology, Meteorology, Hydrology, Topography and Basin Drainage

Aerial Photo / Satellite Image

Topographical Map

Meteorological Data

including location map of observation stations

whether available for the last 10 years or more

Hydrogeological Map and Data

including location map of observation stations

whether available for the last 10 years or more

Basin Drainage

Rate of Runoff

Contour Map of Piezometric Level and its Fluctuation

Geophysical Exploration Data

Data of Drilling and Test for Well around the Area

Reports including Pumping Test

Inventory of Wells around the Area

Location Map

Specification of Well

Monitoring Data

　　　　　　　　　　 Discharge Ratio

　　　　　 Inventory of Spring around the Area

｝National Mapping Bureau

｝National Weather Office

｝Geological Survey

｝Water Resources

｝Geological Survey
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4. Local Company, Agent and their unit cost

Drilling

Consultant

Geophysical exploring and Logging

Survey

(General) Construction

Drilling Tools and Materials

Water Quality analysis

Pumps

Water Well Construction

Water Pipes

Car Rent / Lease Services

Office Equipments, Furnitures

｝Yellow Pages
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